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現在地（ま

たはその近

く）で建替え

たい

16%
本調査対象

地区外で建

替えたい
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他市町村で

建替えたい
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建替えは考

えていない
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市では昨年度より下にお示しした地区におい

て、地区の皆様と話し合いながら、より安全で住

みやすいまちにしていくことを目的として、まち

づくりの調査を行ってきました。 

今年 1 月～2 月にかけて 9・10・11 区の皆

さんにお集まりいただき、「まちづくり懇談会」

を開催し、地区の課題についてさまざまなご意見

を頂きました。また、3 月にはアンケート調査を

行いました（4 ページに概要紹介）。そして 5 月

～6 月にかけて「第 2 回まちづくり懇談会」を開

催し、どのようなまちにしたいか、どこに何を作

りたいかをご意見いただき、区ごとの意見として

まとめました。 
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 皆さまの参加を必要としています！ 
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左の経過でもお知らせの通り、22 年度以降は

具体的な事業に入っていくため、皆さまの今ま

で以上の積極的な参加が必要になってきます。 

その皆さまの参加の場として、地区の皆さま

全員で組織する「まちづくり協議会」が発足す

ることになりました。今後は「まちづくり協議

会」が主体となってまちづくり 

を進めていくことになります。 

その２

■活動内容 

(1)地区のまちづくりについて

協議を行うこと 

(2)まちづくりに関する調査・

研究を行うこと 

(3)必要に応じて市と協議し、

市長に提言を行うこと 

(4)まちづくりに関するイベン

トを検討し実行すること 

(5)その他、まちづくりに関す

ること 

～まちづくり協議会の今年度の予定～ 
 

10 月７日 ３区合同まちづくり懇談会 

10 月下旬 第１回まちづくり協議会 

12 月上旬 第２回まちづくり協議会 

23 年１月中旬 第３回まちづくり協議会 

３月      まちづくり計画素案を市長に提案 
 

※協議会の日程は目安です。期日・時間が決まり次第、

回覧等でお知らせします。 

※会議内容等の進捗状況は当まちづくり瓦版でもお

知らせします。 

平成 22 年度後半から、地域の皆様のご意見を

今後行う事業に反映させるため、「まちづくり協

議会」を発足させ、より具体的な計画作りを進め

ていきたいと考えております。今後とも住環境の

向上のためご協力をお願いいたします。 

○建築の時期 ○建替えについて 

○住環境に対する評価 

○将来何をすべきか 

進んで協

力する
17%

条件次第

で協力す

る

47%

協力でき

ない
7%

自分の土

地ではな

いのでわ

からない

27%

その他

2%

去る３月となりますが、今回、住環境整備の対象地区となっている地区の皆様の今後のまちづくりの

意向を把握させていただくことを目的として、アンケート調査を行いました。このたび結果がまとまり

ましたので、調査結果の概要をお知らせいたします。 

３年未満

0%
3～5年未満
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5～10年
未満
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10～20
年未満

13%

20～30年
未満

16%

30年以上
65%

調査の概要 
・実施時期：平成２２年３月 （調査対象区域は１ページ参照） 

・配布数：（９区・150 部）+（10 区・156 部）+（11 区・90 部）＝396 部 

・回収率： 回収率＝回収数（157）÷配布数（396）＝39.6％ 

お忙しい所、アンケート調査のご協力ありがとうございました。 
今後のまちづくりの参考にさせていただきます。 

現在お住まいの環境に

ついて伺いました。道路

整備状況について不満

である方の割合が最も

高く、遊び場や公園、買

物などの利便性につい

ても、不満を感じている

回答が目立ちました。 

日常のコミュニティ関

しては普通に感じてい

るという回答がほとん

どでした。 

現在住んでいる住宅

について伺いました。築

30 年以上を経過した住

宅は 6 割を超えていま

す。 

また、建替えを考えて

いますかという問いに

ついては、建替えを考え

ていない方が多くを占

めました。 

○道路・公園用地への協力 

防災性、利便

性を確保する

ための道路整

備

41%

昔からのたた

ずまいを残した

散歩道の整備

8%

うるおいを確保

するための公

園・緑地整備

17%

若者の集まる

活気あふれる

施設づくり

10%

人々が集まり

語らうことので

きる集会施設

の整備

14%

今のままでよい

8%
その他

2%

当地域において将来

何をすべきかについて

は、防災・利便性を確保

するための道路整備が

多くを占め、上の住環境

の評価と合わせ、道路整

備に対する問題意識が

高い結果となりました。

道路・公園用地にかか

った場合への協力に対

しては、半数以上が何ら

かの形で協力したいと

いう結果となりました。
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下段にある「みちづくりの考え方」を

基本として、住民の皆さんで「作りたい

道はどこか」、「作ることができそうな道

はどこか」という２つの点から、具体的

な路線を挙げていき、地図に描きながら

話し合いました。 

これらの話し合いをまとめた結果が

右図のようになります。防災道路につい

ては幅員６ｍ、区画道路について現在幅

員が４ｍに満たない所は今後４ｍにし

ていきます。 

※設定の考え方 

・消防活動困難区域（平

常時）の解消、緊急車両

進入等のため。 

■防災道路 
(幅員:6m 以上) 

■区画道路 
(幅員:4m) 

■骨格道路 
国道・県道等 

概ね 250m 間隔で
「幹線道路」「防
災道路」「生活道
路」が整備されて
いる。 概ね 100m 間

隔で区画道路
整備。建替を
可能にする。 

250m 

100m 

■生活道路 
(幅員:6m 以上) 

250m

100m 

第 2 回まちづくり懇談会は、第 1 回の皆様のご意見から、

住まいの環境を向上するためには地区に何が必要か、何をど

こに作りたいかについて、「みちづくり」、「みどり・公園づく

り」、「にぎわいづくり」の観点から話し合いました。 

3. 第 2 回まちづくり懇談会を行いました 

なお、第 2 回まちづくり懇

談会は区ごと、下記の日程

で開催されました。 

・5 月 12 日(水) 

9 区（第 1 回） 

・5 月 26 日(水) 

10 区（第 1 回） 

・5 月 28 日(金) 

11 区 

・6 月 10 日(木) 

10 区（第 2 回） 

・6 月 16 日(水) 

９区（第 2 回） 
 

※9、10 区については道路

整備候補路線についての

ご意見が多かったため、

2 回に分けての開催とな

りました。 

２ ３

みちづくりの考え方 

９・１０・１１区 第２回まちづくり懇談会 意見のまとめ 

生活環境の改善 

みちづくり 

みどり・公園 
づくり 

にぎわい 
づくり 

・狭い道路の拡幅 
・安全な道路・歩行空

間の確保 
・防災性向上 

こども・おとしよりが

集まれる場所 

・利便性向上 

・コミュニティの回復 

※第 1 回まちづくり懇談会の意見を集約 

道路整備候補路線（案） 

基本的な考え方 

消防車等の緊急車両が安全に進入・作業

が行うことができる６ｍ幅の防災道路

の整備を基本に、約 100ｍおきに 4ｍ

幅の区画道路を配置します。 

そこで当地区では、 

・ 防災道路(6ｍ)を各区に 1 本通しま

す 

・ ３区を東西に横断するような防災

道路を通します 

・ その間を区画道路が補完します 

主にこれらのことを念頭に置いて話し

合いを進めました。 

皆様からのご意見のまとめと、まとめるにあたっての「み

ちづくり」の基本的な考え方を右のページに示しました。

整備する道路は車のスピードが出な

いような構造も考えられる 

区の境の道路は見通しの良いまっす

ぐな道の方が良い 

東西の道路は明神小学校からの通り

道なので歩道があった方が良い 

なるべくかかる家を少なくするため

クランクしてもよい 

道路が商店の前を通ることによって

商売がやりやすくなるのではないか

この先、ここで商売を続けていける

かわからない 

道路整備に合わせて下水や雨水も整

備してほしい 

第２回まちづくり懇談会で出た 
主な意見 
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・ 

 

・ 

 

・ 

 

・ 

 

・ 

9 区懇談会 

10 区懇談会 

11 区懇談会 

懇談会開催日程 


